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ア トピー
性皮膚炎患者に対する梔子柏皮湯の 臨床効果

およびその奏功機序の検討

冨山医科薬科大学 ・医学部 ・皮膚科学教室

○豊田雅彦、中村元
一、牧野輝彦、諸橋正 昭

［目的］ア トピー性皮膚炎患者の治療に対 し種 々 の漢方薬の臨床的有用性が認め られて いる

が、その奏功機序に関する検討は未だ十分 とは言 い難い。今回我々は ア トピー性皮膚炎患者

25 名に梔子柏皮湯 を投与 し、その 臨床効果を判定するとともに 、血 中および皮膚組織中の

ア レル ギー、神経関連因子などの 変化につ い て 検討した。

［方法］ア トピー性皮膚炎患者 25名 （男性 16名、女性 9 名、平均年齢 23．1歳）に梔子柏皮

湯 （コ タ ロ
ー
梔子柏皮湯エ キス細粒 ：N314）1 日 6．Og を 8〜16週経口投与した 。 投与開始

前後に採血 を行 い 、同意の 得 られた 5症例にお い ては投与前後に背部の 近接部位よ り皮膚生

検を施行した。臨床効果の 判定は標準化された皮疹ス コ アおよび痒みス コ ア を用い た。血中

神経関連因子（nerve 　growth　factor：NGF ，
　substance ・P ：SP）、可溶性接着因子（sELAM

・1
，
slCAM −1

，

sVCAM −1）、 サイ トカイ ン（IL−2，
　IL4， 1レ 5， 1レ 6，

　IFIO ，
　IFN−gamma）お よび リンパ球 内サイ トカ

イ ンを ELISA
，
　RIA

，
　F】ow 　cytomet 【y な どを用いて測定 した 。 生検組織は リンパ球、好酸球お

よ び肥満細胞数、免疫染色にて神経線維および NGF 陽性表皮細胞な どを観察した。

［結果］梔子柏皮湯投与後以下 の 変化が認め られた。  臨床効果 ：皮疹ス コ アお よび痒みス

コ ア の 減少。  臨床検査値 ：血 中好酸球数および e・sin・phil　cati・nic 　protein（ECP ）の減少。 

血中神経系因子 ： 血漿中 NGF および SP の 低下。  血中可溶性接着因子 ：sELAM −1 の 減少。

  血中サイ トカイ ン ：正レ 4
，
IL−6

，
　IL・10 の減少。  細胞 内サイ トカイ ン ：IL4 陽性 CD4 ＋ T 細

胞比率の 減少。   生検組織 ：浸潤好酸球数および肥満細胞数の 減少。

［考察］梔子柏皮湯の 投与によ り血 中および組織内浸潤好酸球の 減少 と ECP の減少が認め

られ、本剤に よる痒み の 軽減は好酸球に対する作用が主要因 の
一

つ と考え られた。また本剤

は血 中の NGF や SP など神経系因子に も影響を及ぼす こ とが明 らか とな っ た 。 既に我々 は ア

トピー性皮膚炎におい て 血 中 NGF と SP値が密接に相 関する こ と を明 らか に して お り、本剤

の 奏功機序に これ ら神経系因子 へ の調節機能が関与 して い る 可能性が示 唆された。なおサイ

トカ インの 変動は臨床症状の 改善に伴う二 次的な結果で ある 可能性も考え られた 。

［結論］梔子柏皮湯はア トピー性皮膚炎に対 して 臨床的に有用で あり、 そ の奏功機序は皮膚

局所のみな らず末梢血液中の 諸因子に作用す る結果で ある ことが明らか とな っ た 。 今後これ

らの個々 の 作用点 に つ い て in・ vitro で の 検討が必 要である と思われ る e
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